
 

  

 

住宅耐震化啓発に最適！ 子供でも簡単に繰返し実験が可能！ 

僅か 10 秒＊で組立が出来る木造住宅倒壊模型が誕生！ 

 
日本は御承知の通り世界有数の地震国で，有史以来多くの地震に遭遇してきました。最近では，1995 年の阪

神・淡路大震災において，古い木造家屋を中心に多くの建造物が倒壊し，6400余名もの尊い命が失われました。

大地震が繰り返される度に，耐震化の必要性が都度叫ばれますが，耐震診断・補強費用の問題から，耐震化率

は相変わらず低いのが現状です。 

建物の耐震化を進めるためには，何よりもまず広く一般市民の方々が，耐震化の必要性を肌で感じることが大

切です。そこで当社では，建物の耐震化と防災意識の更なる向上を願い，短時間で簡単に繰返し組立・実験が

出来る教材｢木造住宅倒壊模型｣（既製品の「台車ぶるる」用建物模型の倒壊ヴァージョン）を開発しました。 

 

 

 

＊各部材に磁石とゴム紐を巧みに利用することで，僅か 10 秒程度＊の短時間で組立，実験が出来ます。倒壊後

の再組立も簡単です（裏面写真を参照）。 

＊以下のような様々な種類の実験が出来ます（裏面写真を参照）。 

①耐震要素（筋交い，壁）をマジックテープにより容易に着脱でき，耐震要素の平面内，上下階間での配置バ 

ランスによる揺れや壊れ方の違いを観察できます。 

②軽重２種類の屋根を用意しており，屋根の重さによる揺れや壊れ方の違いを観察できます。 

③加振実験は，建物桁行（長手）方向，梁間（短手）方向に加え，45 度方向からの３方向で行えます。 

＊子供達にも容易に取り扱え，木造住宅の構造の基本（建物の組上り，耐震要素のバランス，壊れ方の仕組） 

を，自ら主体的に楽しみながら学べる教材です。 

 

 

 

＊外形寸法（重い屋根取付時） ： 60cm（桁行方向）×66cm（梁間方向）×86.5cm（高さ方向） 

※外観および仕様は予告なく変更されることがあります。 

 
 

*柱，梁，屋根部分の組立に要する目安時間であり，ブレースや耐震壁の取付時間は含みません。

 ピノキオぶるる（木造住宅倒壊模型） 
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＊倒壊実験後の再組立の様子 

写真の様に，片手で取手をつかむだけで簡単に再組立が出来ます。 

   
実 験 後        再組立の様子 

＊実験内容 

以下の様な，様々な実験が可能です。 

①耐震要素の配置バランスによる揺れ・壊れ方の違い ②屋根の重さによる揺れ方の違い 

    
手前一面のみ耐震要素なし  1 階手前側のみ耐震要素なし      重い屋根      軽い屋根 

（平面配置バランスの実験例）   （平面・立面配置バランスの実験例） 
 
③加振方向による揺れ方の違い 

   
桁行（長手）方向   梁間（短手）方向   45 度方向 

 

  

実験例 
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